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増ま

し

毛け

山
道

―
国
道
二
三
一
号
―

「
西
蝦
夷
地
は
太
田
・
雷
電
ら
い
で
ん
・
積
丹

し
ゃ
こ
た
ん
半
島
・
阿お

冬ふ
ゆ

等
の
險
あ
り
て

久く

遠ど
う

よ
り
増ま
し

毛け

に
至
る
間
全
く
陸
行
を
絶
所
數
箇
所
あ
り
。

而
し
て
東
蝦
夷
地
に
比
す
れ
ば
後
れ
て
幕
府
の
直
轄
と
な
り
た
れ
ば

海
岸
道
路
も
殆
ど
之
を
開
鑿
か
い
さ
く

せ
ず
。

文
化
六
年
岩
内
よ
り
餘よ

市い
ち

に
至
る
山
道
を
開
鑿
せ
る
も

僅
か
に
刈
分
道
路
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
ゝ
如
し
。

故
に
西
蝦
夷
地
は
主
に
船
に
よ
り
て
交
通
し
或
は
陸
行
す
る
も

難
所
は
掻
送

か
き
お
く
り
船
に
依
れ
り
。」

こ
の
中
で
阿
冬
の
険
に
開
削
さ
れ
た
の
が「
増
毛
山
道
」で
あ
る
。



［増毛山道］ 38

こ
の
増ま

し

毛け

山
道
（
阿お

冬ふ
ゆ

）
は
場
所
請
負
人
の
手
に
よ
り
開
削
さ
れ
た
山
道
の
一
つ
で
あ
る
。

寛
政
・
文
化
年
代
の
道
路
開
削
は
、
主
と
し
て
東
蝦
夷
地
に
そ
の
主
力
が
注
が
れ
て
い
た
が
、
安

政
以
降
は
西
蝦
夷
地
に
も
そ
の
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
箱
館
奉
行
は
当
時
資
力
・
労
力
と
も
に

豊
富
で
あ
っ
た
場
所
請
負
人
に
命
じ
て
道
路
の
開
削
を
積
極
的
に
行
わ
せ
、
さ
ら
に
は
篤
志
家
に
も

道
路
の
開
削
を
奨
励
し
た
の
で
、
こ
の
時
代
西
蝦
夷
地
方
に
も
多
く
の
道
路
が
開
削
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の
南
下
に
対
す
る
蝦
夷
地
の
警
護
と
、
商
業
上
の
必
要
性
も
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

こ
の
時
代
に
開
削
さ
れ
た
山
道
は
、
場
所
請
負
人
に
対
し
て
、
い
ず
れ
も
箱
館
奉
行
に
よ
る
半
ば

強
制
的
奉
仕
作
業
で
開
削
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
表
面
上
は
あ
く
ま
で
も
「
是
に
於
て
各
請
負
人
に

諭
し
て
處
々
に
道
路
を
開
鑿
せ
し
め
」
と
か
、
ま
た
、「
蝦
夷
地
開
拓
の
趣
旨
を
奉
じ
、
巨
額
の
私

費
を
投
じ
て
道
路
を
開
鑿
し
た
れ
ば
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
奉
行
が
強
制
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

山
道
開
削
に
功
績
の
あ
っ
た
者
た
ち
に
は
金
一
封
と
賞
状
を
渡
す
だ
け
で
済
ま
せ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
「
場
所
請
負
人
其
他
篤
志
家
は
何
れ
も
蝦
夷
地
開
拓
の
趣
旨
を
奉
じ
、
巨
額
の
私
費
を

投
じ
て
道
路
を
開
鑿
し
た
れ
ば
、
箱
館
奉
行
は
之
を
幕
府
に
上
申
し
、
幕
府
よ
り
左
の
通
り
褒
賞
を

賜
り
た
り
」（『
北
海
道
道
路
誌
』）
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
篤
志
家
が
開
削
し
た
「
太
田
・
狩か

り

場ば

・
鶉

う
ず
ら

山
道
」
が
「
永
代
苗
字
差
免
　
江
差
　
鈴
鹿
甚

右
衛
門
。
孫
代
迄
苗
字
差
免
　
津
輕
　
長
坂
庄
兵
衛
」
と
あ
り
「
増
毛
濱
益
山
道
」
を
開
削
し
た
場

所
請
負
人
が
「
銀
十
枚
下
賜
　
濱
益
増
毛
場
所
請
負
人
　
伊
達
林
右
衛
門
」
な
ど
が
そ
の
褒
賞
を
賜

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
阿
冬
（
増
毛
）
山
道
」
の
開
削
は
伊
達
林
右
衛
門
智
信
が
行
っ
た
。
こ
の
山
道
は
「
阿
冬
は
濱
益
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増
毛
間
の
難
所
た
り
。
殊
に
、
阿
冬
は
西
蝦
夷
地
三
險
岬
（
モ
ツ
タ
岬
・
神
威
岬
・
阿
冬
岬
）
の
一

に
し
て
從
來
掻
送
船
の
覆
没
す
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
、
人
々
驚
怖
を
抱
き
た
る
處
な
り
し
が
、
安
政

四
年
濱
益
、
増
毛
兩
場
所
請
負
人
伊
達
林
右
衛
門
は
自
費
を
以
て
阿
冬
山
道
を
開
鑿
す
。
濱
益
よ
り

増
毛
に
至
る
道
程
九
里
餘
な
り
」（『
北
海
道
道
路
誌
』）
で
あ
っ
た
。

伊
達
林
右
衛
門
の
直
系
で
あ
る
伊
達
　
東
の
『
増
毛
山
道
を
歩
む
』
資
料
に
は
「
こ
の
山
道
を
開

鑿
す
る
に
当
っ
て
資
金
を
出
し
た
の
は
八
代
目
林
右
衛
門
智
信
で
あ
る
」
と
し
、
そ
し
て
「
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
か
ら
同
四
年
に
か
け
て
一
、三
一
一
両
五
朱
銭
三
一
一
文
の
私
費
を
投
じ
て
開
鑿

し
た
道
」
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
安
政
四
年
の
完
成
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
浜
益
村
史
』
に
は
「
道
路
の
開
さ
く
調
査
に
当
た
っ
た
箱
館
奉
行
堀
利
煕
と
し
ひ
ろ

は
、
浜
益
、
増
毛
間
を

山
道
と
す
る
計
画
を
樹
て
幕
府
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
山
道
開
さ
く
を
、
ハ
マ
マ

シ
ケ
場
所
、
マ
シ
ケ
場
所
と
両
場
所
を
請
負
し
て
い
る
伊
達
林
右
衛
門
に
命
じ
た
」
と
し
「
調
査
の

結
果
、
浜
益
幌ほ
ろ

よ
り
切
り
始
め
、
増
毛
ポ
ン
ナ
イ
浜
ま
で
、
そ
の
里
程
は
約
九
里
と
し
て
計
画
し
、

安
政
四
年
五
月
十
八
日
、
堅
雪
の
う
ち
か
ら
工
事
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
作
右
衛
門
、
幾
次
郎

は
、
工
事
に
あ
た
り
出
稼
ぎ
漁
夫
の
孫
三
郎
、
与
助
、
ま
た
ハ
マ
マ
シ
ケ
蝦
夷
総そ
う

乙お
と

名な

シ
ョ
ウ
カ
タ
、

脇わ
き

乙お
と

名な

シ
カ
ノ
ス
ケ
、
平
蝦
夷
カ
ワ
サ
シ
さ
ら
に
マ
シ
ケ
蝦
夷
総
乙
名
ト
ン
ケ
シ
ロ
等
の
役
蝦
夷
人

を
人
夫
指
揮
監
督
に
使
用
し
、
人
夫
も
蝦
夷
人
初
め
漁
期
を
終
え
て
帰
国
す
る
出
稼
者
全
員
を
雇
入

れ
、
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
、
翌
安
政
五
年
七
月
竣
工
開
通
を
み
た
も
の
」
と
し
て
い
る
。

『
日
本
地
名
大
辞
典
』
に
は
「
留
萌
地
方
増
毛
町
大
字
別
苅
べ
っ
か
り

村
と
石
狩
地
方
浜
益
村
幌
を
結
ん
だ
道

路
」
と
し
「
延
長
九
里
二
十
三
町
（
約
三
七
・
九
㎞
）」
と
あ
る
。
そ
し
て
山
道
は
「
終
始
尾
根
伝
い

に
走
る
こ
と
が
特
色
で
、
別
苅
か
ら
南
南
西
に
進
み
、
天
狗
山
東
方
の
武ぶ

好よ
し

駅
逓
を
経
て
標
高
六
〇
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六
・
六
七
メ
ー
ト
ル
の
武
好
橋
に
至
る
。
こ
の
付
近
か
ら
真
南
に
方
向
を
転
じ
、
雄
冬
山
の
東
方
を

た
ど
り
、
増
毛
町
・
浜
益
村
境
界
の
浜
益
御
殿
（
標
高
一
、〇
三
八
・
六
�
）
に
達
す
る
。
浜
益
村
に

入
り
再
び
南
南
西
に
向
か
っ
て
下
降
し
、
浜
益
村
幌
に
至
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
完
成
の
年
月
に

つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
竣
工
年
月
に
つ
い
て
は
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
松
浦
武
四
郎
の
書
い
た
『
東
西

蝦
夷
山
川
地
理
取
調
紀
行
』
の
「
安
政
丁
巳
〔
四
年
〕
五
月
十
八
日
鉞え

つ

を
入
、
閏

う
る
う

月
〔
閏
五
月
〕
九

日
此
地
見
分
と
し
て
越
、
翌
〔
同
五
年
〕
午
七
月
十
日
出
來
の
爲
に
見
分
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

「
安
政
四
年
五
月
着
工
、
翌
五
年
七
月
竣
工
」
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

小
林
真
人
は
『
北
海
道
道
路
史
』
の
中
で
「
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
紀
行
の
増
毛
山
道
の
完
工

の
記
述
は
信
頼
性
に
欠
け
る
」
と

し
、
他
の
『
自
筆
松
浦
武
四
郎
自

伝
』
や
『
戊
午
日
誌
』
な
ど
か
ら

判
断
す
る
と
「
安
政
四
年
七
月
に

増
毛
山
道
が
竣
工
し
た
と
み
た
ほ

う
が
妥
当
な
の
で
あ
る
」と
す
る
。

武
四
郎
の
『
丁
巳
日
誌
』
に
よ

れ
ば
、
ハ
マ
マ
シ
ケ
場
所
方
面
は

五
月
一
六
日
、
一
七
日
こ
ろ
に
取

り
か
か
り
、
人
夫
四
〇
人
を
使
っ

て
僅
か
五
六
日
間
で
工
事
を
終
え

松浦武四郎「東西蝦夷山川地理取調」安政６年
（1859）
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て
い
る
。
一
方
マ
シ
ケ
場
所
方
面
は
五
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、
ハ
マ
マ
シ
ケ
側
に
負
け
な
い
よ
う
に

と
工
事
を
急
い
だ
。
山
道
開
削
は
七
月
時
点
で
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
山
道
開
削
に
つ
い
て
『
北
海
道
道
路
誌
』
に
は
「
阿
冬
山
道
の
開
鑿
に
就
き
茲
に
一
奇
談
あ

り
」
と
し
て
「
此
の
山
道
濱
益
分
は
濱
益
場
所
の
人
民
、
増
毛
分
は
増
毛
場
所
の
人
民
出
役
し
て
切

り
開
き
た
る
に
、
双
方
其
持
場
の
少
か
ら
ん
事
を
望
み
、
中
間
十
二
町
（
約
一・
三
㎞
）
許
の
地
に

就
き
境
界
の
争
論
を
生
じ
た
り
。
此
時
箱
館
奉
行
所
雇
吏
松
浦
竹
四
郎
見
分
に
赴
き
謂
て
曰
く
、
山

に
て
十
二
町
の
持
主
な
き
所
生
じ
た
ら
ん
に
は
濱
に
も
同
樣
十
二
町
の
持
主
な
き
所
あ
ら
ん
、
早
速

其
十
二
町
の
濱
と
山
と
を
官
へ
上
納
す
べ
し
、
官
に
於
て
は
更
に
其
濱
を
處
分
し
其
漁
業
運
上
を
以

て
山
十
二
町
を
開
鑿
せ
ん
と
。
是
に
於
て
兩
場
所
の
支
配
人
大
に
驚
き
直
ち
に
十
二
町
の
地
を
折
半

し
て
各
々
之
を
開
き
た
り
」
と
あ
る
。

そ
も
そ
も
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
九
里
余
の
山
道
が
、
伊
達
林
右
衛
門
の
手
に
よ
っ
て
開

削
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
現
在
別
苅
村
の
山
道
入
口
に
棒
杭
が
建
っ
て
い
て
「
旧
増
毛
山
道

入
り
口
」
と
あ
り
「
寛
政
八
年
浜
益
増
毛
両
場
所
請
負
人
三
代
目
伊
達
林
右
衛
門
の
手
に
よ
っ
て
自

費
を
も
っ
て
開
か
れ
た
道
で
あ
る
。
平
成
四
年
増
毛
教
育
委
員
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
に
今
回
の
こ
の
山
道
が
八
代
目
林
右
衛
門
が
支
配
下
の
浜
益
場
所
支
配
人
久
兵
衛
、
増
毛

場
所
支
配
人
黒
澤
屋
直
右
衛
門
に
命
じ
て
開
削
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
場
所
請
負
人
は
各
地
と
も
鰊
の
好
漁
に
恵
ま
れ
、
そ
の
資
力
や
工
事
に
必
要
な
労
働
力
も

豊
富
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
の
出
費
は
大
変
な
金
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
開
削
に
は
増
毛
や
浜
益
の
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住
民
も
出
役
し
て
い
る
。

こ
の
開
削
に
よ
っ
て
、
西
蝦
夷
地
も
石
狩
、
厚
田
、
浜
益
を
通
っ
て
増
毛
ま
で
陸
行
が
可
能
と

な
っ
た
。

松
浦
武
四
郎
の
『
西
蝦
夷
日
誌
』
に
は
「
ヲ
フ
イ
岬
は
蝦
夷
地
第
一
の
嶮
岬
に
し
て
、
往
昔
よ
り

九
里
八
十
間
（
約
三
五
㎞
）
の
間
波
浪
強
敷
故

は
げ
し
き
ゆ
え

、
九
月
中
旬
よ
り
通
船
難
く
、
是
が
爲
如
何
な
る
非

常
の
事
た
り
と
も
そ
の
注
進
を
滯
す
る
事
有
て
、
只
、
山
獵

や
ま
か
り

の
土
人
の
み
山
脈
を
知
り
て
通
行
す
る

由
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
雄
冬
山
峠
に
金
比
羅
神
社
と
、
山
中
に
止
宿
所
を
設
け
る
よ
う
に
と

命
じ
て
い
る
。「
此
山
道
凡
九
里
半
あ
り
、
實
に
此
大
山
道
不
日
に
し
て
成
功
の
事
感
ず
る
に
餘
り

あ
る
な
る
べ
し
」
と
す
る
。

そ
し
て
雄
冬
山
の
頂
上
に
小
祠
を
ま
つ
っ
て
、
箱
館
奉
行
堀
利
煕
自
筆
の
扁
額
を
納
め
て
い
る
。

こ
れ
は
「
笹
小
屋
（
人
夫
小
屋
）、
是
を
ま
た
後
來
茶
屋
に
す
べ
し
と
談
じ
置
。
傍
に
於
布
居

お

ふ

い

の
社

と
云
を
建
、
金
比
羅
神
を
祭
る
樣
に
致
さ
せ
ん
と
堀
〔
利
煕
〕
鎭
臺

ぶ
ぎ
ょ
う

に
額
面
を
し
た
ゝ
め
貰
ひ
、
直

右
衛
門
へ
遣
し
置
」
と
あ
る
。

明
治
初
期
の
こ
の
山
道
を
「
濱
益
よ
り
群
別

ぐ
ん
べ
つ

、
雄お

冬ふ
ゆ

、
岩い

わ

尾お

、
別
苅
を
經
て
増
毛
に
至
る
九
里
二

十
三
町
、
其
間
四
里
許ば

か
り

北
海
道
第
一
の
峻
嶮
に
し
て
雄
冬
山
道
と
稱
す
。
十
一
月
よ
り
翌
年
五
月
迄

人
馬
を
通
せ
ず
」（『
北
海
道
道
路
誌
』）
と
す
る
。
そ
の
後
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
開
拓
使
の

お
雇
い
外
国
人
技
師
ラ
イ
マ
ン
が
こ
の
山
道
を
増
毛
か
ら
浜
益
へ
通
り
、
そ
の
報
告
書
に
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

そ
れ
に
は
「
今
日
經
過
シ
タ
ル
經
路
ハ
、
大
抵
鹿
ノ
作
リ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
若
シ
山
羊
或
ハ
鹿
ノ

集
リ
テ
作
リ
タ
ル
路
ナ
ラ
バ
、
相
應
ノ
事
ニ
テ
、
決
シ
テ
此
獸
類
等
ノ
恥
辱
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
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假
令
火
藥
ヲ
以
テ
、
岩
石
ヲ
破
裂
ス
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
且
鶴
觜
或
ハ

ヲ
モ
用
ヒ
ズ
シ
テ
、
唯
手
ヲ
以

テ
瓦が

礫れ
き

ヲ
取
棄
タ
リ
ト
ス
ル
モ
‥
‥
人
間
ノ
建
築
ト
ハ
思
ハ
レ
難
シ
。
‥
‥
斯
ク
築
造
ノ
宜
シ
ヲ
得

ズ
シ
テ
野
蠻
風
ナ
ル
、
實
ニ
百
千
ノ
足
ヲ
シ
テ
、
無
益
ニ
嶮
路
ヲ
攀
シ
ム
ル
ト
云
ベ
シ
。
且
勾
配
ノ

較
平
等
ニ
シ
テ
、
開
キ
易
キ
山
間
ア
ル
ニ
、
故
い
た
ず
ラ
ニ
遙
カ
高
キ
山さ
ん

嘴し

ニ
沿
ヒ
、
不
絶
登
降
ス
ル
樣
ニ

路
ヲ
築
キ
タ
ル
ハ
、
解
セ
ザ
ル
所
ナ
リ
」
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
人
間
の
造
っ
た
道
と
は
思
わ
れ
な
い
。
鹿
な
ど
が
造
っ
た
道
な
ら
ば
相
応
、
と
手
厳

し
い
表
現
で
記
し
、
さ
ら
に
は
い
た
ず
ら
に
浜
益
御
殿
な
ど
の
高
い
所
を
通
ら
ず
と
も
よ
い
も
の
と

し
て
い
る
。

ラ
イ
マ
ン
は
朝
の
七
時
に
増
毛
の
宿
を
発
ち
、

途
中
で
食
事
や
休
憩
の
た
め
休
息
を
し
た
も
の

の
、
浜
益
に
到
着
し
た
の
が
午
後
五
時
を
過
ぎ
て

い
た
。
わ
ず
か
の
こ
の
区
間
に
一
〇
時
間
近
く
を

要
し
、
し
か
も
他
の
者
た
ち
や
旅
具
な
ど
は
、
深

夜
に
な
っ
て
や
っ
と
到
着
し
た
と
い
う
難
路
で
あ

っ
た
。

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
こ
の
山
道
を
記

し
た
森
　
鴎
外
は
「
増
毛
山
道
と
い
ふ
は
、
い
と

恐
ろ
し
き
道
な
り
と
て
、
通
ふ
も
の
少
な
く
、
皆

舟
に
て
山
の
め
ぐ
り
を
ま
わ
り
行
く
」
と
し
、
さ

ら
に
「
人
の
か
ひ
な
の
太
さ
の
あ
る
笹
の
丈
は
、

さ
ん

雄冬岬上空から見た海岸線の険しい地形
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馬
に
乗
り
し
か
し
ら
埋
む
ば
か
り
な
る
が
、
道
の
左
右
に
い
や
生
茂
り
ぬ
。
そ
の
道
と
て
雨
ふ
る
度

に
土
を
流
し
た
れ
ば
深
き
溝
の
樣
に
な
り
、
所
々
に
廉か

ど

す
る
ど
き
石
つ
き
い
で
、
あ
や
ま
ち
て
落
ち

な
ば
た
だ
ち
に
命
亡
ぶ
べ
し
」
と
し
「
こ
の
山
道
は
道
け
わ
し
き
の
み
な
ら
ず
、
熊
の
常
に
出
る
爲

に
、
通
う
人
少
な
き
な
り
」
と
あ
る
。

こ
の
山
道
が
い
く
ら
か
そ
の
面
影
を
留
め
て
い
た
の
は
、
昭
和
の
八
年
こ
ろ
ま
で
で
あ
っ
て
、
同

一
二
年
こ
ろ
に
は
全
く
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
道
を
辿
る
人
は
い
な
か
っ
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
諸
説
が
あ
り
疑
問
で
あ
る
。

当
時
こ
の
山
道
は
「
北
海
道
第
一
の
峻
險
に
し
て
増
毛
山
道
と
稱
す
」
と
い
い
、
ま
た
「
往
古
夷

地
第
一
の
要
害
と
稱
す
」
と
い
う
山
道
で
あ
っ
た
。

明
治
三
五
年
の
『
増
訂
北
海
紀
行
│
北
海
試
料
』
に
は
、
こ
の
増
毛
山
道
を
名
文
で
記
述
し
て
い

る
。
そ
の
中
に
「
道
路
峻
險
ニ
シ
テ
荊
棘

け
い
き
ょ
く

道
ヲ
遮
リ
蛛
絲

ち
ゅ
う
し

人
ノ
面
ヲ
蔽
い
雲
靄

う
ん
あ
い

足
下
ヨ
リ
起
リ
テ
忽

チ
前
後
ノ
山
容
ヲ
失
フ
ハ
甚
タ
厭え

ん

苦く

ス
可
シ
」
と
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
衆
鳥
囀
リ
奇
草
薫
リ
花
實
奇
ヲ
呈
ス
ル
ハ
亦
佳
觀
ト
云
ベ
シ
」
と
か
「
山
路
人

跡
ヲ
斷
チ
幽
雅
最
モ
愛
ス
ベ
シ
」
と
す
る
。

さ
ら
に
は
「
白
雲
ハ
山
又
山
ヲ
覆
ヒ
濱
益
『
ヲ
フ
イ
』
岬
ノ
海
峽
ハ
朦
朧

も
う
ろ
う

ト
シ
テ
雲
中
ニ
ア
リ
眼

下
滿
面
渺
々

び
ょ
う
び
ょ
うト

シ
テ
物
色
ヲ
分
タ
ス
孤
身
雲
外
ニ
在
テ
恰
モ
一
箇
ノ
別
世
界
ヲ
望
ム
ニ
似
タ
リ
」と
。

峠
で
は
「
奇
峯
怪
巒

か
い
ら
ん

ノ
間
白
雲
班
々
然
タ
ル
ハ
恰
モ
虎
豹
ノ
谷
中
ニ
眠
ル
カ
如
シ
」
と
記
述
、
し
か

し
「
蚊
ノ
衆
多
ナ
ル
嗷
々

ご
う
ご
う

ト
群
集
シ
刺し

螫せ
き

ニ
困
疲
セ
リ
」
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
山
道
の
増
毛
寄
り
中
腹
に
位
置
す
る
「
武
好
」
に
駅
逓
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
一
〇
年

（
一
八
七
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
く
の
駅
逓
建
物
の
中
で
も
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
て
、
豪
雪
地
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帯
の
た
め
高
床
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
都
度
修
理
が
な
さ
れ
、
昭
和
一
二
年
一
〇
月
に
模

様
替
え
・
増
築
さ
れ
て
同
一
六
年
六
月
ま
で
続
い
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
駅
逓
え
き
て
い

に
つ
い
て
伊
藤
秀
五
郎
は
『
北
の
山
』
と
い
う
山
岳
雑
誌
に
「
こ
の
驛
遞
を
利
用
す
る

者
は
、
雄
冬
と
増
毛
か
ら
毎
日
一
回
、
遞
送
人
が
こ
の
驛
遞
で
落
ち
合
っ
て
、
郵
便
物
を
交
換
し
て

歸
る
と
い
う
昔
な
が
ら
の
し
き
た
り
を
反
復
し
て
ゐ
る
ほ
か
は
、
た
ま
た
ま
増
毛
の
町
に
用
事
を
足

し
に
で
た
村
人
が
立
ち
寄
る
く
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
る
。
泊
ま
り
の
客
と
な
れ
ば
尚
更
だ
。
山
路
の
夜

に
迫
ら
れ
て
、
泊
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
貧
し
い
行
商
人
か
、
落
魄
し
た
旅
藝
人
か
、
さ
も

な
く
ば
私
達
の
よ
う
な
氣
ま
ぐ
れ
な
旅
行
者
が
、
時
た
ま
薄
っ
ぺ
ら
な
手
帖
の
旅
客
名
簿
に
某
年
某

月
と
鉛
筆
の
跡
を
残
し
て
行
く
ば
か
り
で
あ

る
。
‥
‥
こ
の
驛
遞
の
主
人
と
い
ふ
の
が
、

山
ず
き
な
中
老
の
漁
師
で
、
た
っ
た
一
人
で

く
ら
し
て
ゐ
る
の
が
尚
更
よ
か
っ
た
」
と
書

い
て
い
る
。

こ
の
雄
冬
地
区
に
電
話
交
換
業
務
が
開
始

さ
れ
た
の
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
電
信
の
業
務
は
明

治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
、
す
で
に
開
始

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
当
時
、
鰊
漁
が
さ
か

ん
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
通
信
ル
ー
ト
は
、
険
わ
し
い
山
道
沿

雄冬港上空から増毛方面を望む海岸線
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い
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
夏
は
熊
に
脅
か
さ
れ
、
冬
は
シ
ベ
リ
ア
颪
の
風
雪
と
雪
崩
と
闘
い

な
が
ら
の
保
守
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
四
年
九
月
、
こ
の
ル
ー
ト
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
切
り
替
え
ら
れ
、

同
五
三
年
に
ダ
イ
ヤ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。

伊
達
ら
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
か
つ
て
米
、
塩
、
日
用
品
な
ど
の
運
搬
路
で
あ
っ
た
要
路
「
増
毛
山

道
」
を
「
い
ず
れ
散
策
路
と
し
て
復
活
を
」
と
願
い
調
査
を
は
じ
め
た
。
そ
し
て
道
の
痕
跡
の
残
る

個
所
を
た
ど
り
十
数
回
、
薮
の
茂
る
夏
期
を
除
い
て
、
比
較
的
視
界
の
き
く
春
と
秋
に
こ
の
山
道
を

歩
い
て
い
る
。

増
毛
山
道
沿
い
に
は
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
六
月
か
ら
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
に
よ

っ
て
一
等
水
準
点
が
選
定
さ
れ
埋
石
さ
れ
て

い
る
。『
増
毛
山
道
を
あ
ゆ
む
』
に
「
№
八

四
六
二
と
記
さ
れ
た
浜
益
御
殿
頂
上
直
下
の

一
等
水
準
点
一
、〇
三
七
・
八
一
五
�
と
は
、

通
称
牛
石
（
ベ
コ
イ
シ
）
と
呼
ば
れ
た
石
の

脇
に
埋
石
さ
れ
、
こ
の
水
準
点
は
現
存
す
る

北
海
道
の
水
準
点
と
し
て
未
だ
に
最
高
地
点

と
し
て
記
録
」
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

伊
達
ら
国
土
地
理
院
の
職
員
ら
の
手
に
よ
っ

て
、
平
成
七
年
五
月
に
約
八
〇
年
ぶ
り
で
探

し
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
八
人
が
残
雪

を
踏
み
分
け
な
が
ら
、
笹
薮
を
か
き
分
け
土

｢雄冬岬｣と刻まれた道路開通記念碑
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を
掘
り
起
こ
し
、
腐
葉
土
の
下
約
三
〇
㎝
か
ら
保
護
石
に
囲
ま
れ
た
二
〇
㎝
四
方
の
花
こ
う
岩
の
水

準
点
を
見
つ
け
た
。
酒
を
か
け
て
お
祝
い
し
た
と
い
う
。

海
岸
線
を
通
る
新
道
が
開
通
し
た
の
は
、
昭
和
五
六
年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
実
に
二
三
年
の

歳
月
と
約
三
二
三
億
円
の
巨
費
を
か
け
て
全
面
開
通
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
複
雑
な
地
層
の
構
造
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
海
路
し
か
建
設
資
材
を
運
べ
な
い
と
い
う
困
難
も
あ
っ
て
、
工
事
は
難
航
し
た
の
で

あ
っ
た
。

平
成
四
年
「
陸
の
孤
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
増
毛
町
岩
尾
村
の
雄
冬
と
、
岩
尾
地
区
住
民
の
足
を

守
っ
て
き
た
「
雄
冬
〜
増
毛
間
一
般
旅
客
定
期
航
路
」
が
新
ル
ー
ト
の
開
通
を
前
に
し
て
廃
止
と
な

り
、
四
月
三
〇
日
に
閉
航
式
が
行
わ
れ
た
。

同
航
路
は
昭
和
二
四
年
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
新
お
ふ
ゆ
丸
（
七
八
ｔ
、
定
員
四
五
人
）

が
毎
日
一
往
復
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

平
成
四
年
一
〇
月
二
二
日
、
最
後
の
難
所
で
あ
っ
た
増
毛
町
歩
古
丹

あ
ゆ
み
こ
た
ん

と
大
別
苅

お
お
べ
っ
か
り

間
の
新
ル
ー
ト
が

開
通
し
た
。
こ
こ
に
念
願
で
あ
っ
た
国
道
二
三
一
号
の
通
年
通
行
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五

六
年
に
全
線
が
開
通
し
た
も
の
の
こ
の
「
別
苅
山
道
」
の
一
二
・
一
㎞
区
間
は
一
〇
八
個
所
の
カ
ー

ブ
が
あ
る
交
通
の
難
所
で
あ
り
、
毎
年
積
雪
の
一
二
月
か
ら
翌
年
四
月
半
ば
ま
で
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
。
昭
和
五
八
年
か
ら
約
一
八
〇
億
円
を
か
け
て
新
ル
ー
ト
の
建
設
に
取
り
か
か
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

昭
和
二
八
年
に
二
級
国
道
札
幌
留
萌
線
（
現
二
三
一
号
）
と
指
定
さ
れ
て
以
来
、
増
毛
町
と
浜
益

村
と
の
間
約
三
〇
㎞
が
不
通
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
三
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
工
事
は
、
同
五
六
年
に

今
回
の
開
通
区
間
を
残
し
て
開
通
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
開
通
に
よ
っ
て
全
線
の
開
通
と
な
っ
た
も
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の
で
あ
る
。

昔
か
ら
「
蝦
夷
地
屈
指
の
険
難
路
」
と
さ
れ
て
き
た
「
増
毛
山
道
」
は
、
こ
の
新
ル
ー
ト
の
開
設

に
よ
っ
て
や
が
て
人
々
の
脳
裏
か
ら
消
え
去
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
通
年
開
通
に
よ
っ
て
医
師
の
居

な
い
雄
冬
か
ら
増
毛
、
留
萌
へ
の
距
離
が
短
縮
さ
れ
た
。
増
毛
漁
協
の
魚
介
類
の
運
搬
も
円
滑
と
な

っ
た
。
そ
の
反
面
「
便
利
に
な
っ
た
こ
と
で
漁
業
に
見
切
り
を
つ
け
、
働
き
場
を
求
め
て
札
幌
や
旭

川
に
出
向
く
若
者
が
後
を
絶
た
な
い
。
雄
冬
の
人
口
は
最
盛
期
の
三
〇
年
代
半
ば
に
は
一
、〇
〇
〇

人
を
超
え
た
が
、
今
で
は
一
五
〇
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
」
と
開
通
時
の
新
聞
は
報
じ
て
い
た
。
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